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大
野
市
・
和
泉
村
合
併
記
念
式
典
が
十

一
月
七
日
、
文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

行
政
・
議
会
関
係
者
を
は
じ
め
、
山
崎

正
昭
参
議
院
議
員
や
山
岸
猛
夫
県
議
会
副

議
長
、
山
田
庄
司
県
議
会
議
員
ら
約
六
百

人
が
出
席
し
て
新
市
の
門
出
を
祝
い
ま
し

た
。
式
典
は
「
奥
越
太
鼓
保
存
会
」
と

「
青
葉
の
笛
保
存
顕
彰
会
」
に
よ
る
演
奏

で
幕
開
け
。
天
谷
光
治
市
長
が
「
合
併
を

機
に
新
市
の
さ
ら
な
る
融
和
と
団
結
の
意

識
を
高
め
、
全
市
民
が
一
体
と
な
り
、
恵

ま
れ
た
自
然
環
境
と
共
生
す
る
快
適
で
活

力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
に
一
層
ま
い
進

し
て
い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

牧
野
勇
市
議
会
議
長
は
「
新
市
の
宝
で

あ
る
自
然
・
歴
史
・
人
に
さ
ら
に
磨
き
を

か
け
、
市
民
が
協
力
し
合
い
、
新
た
な
発

見
を
し
、
強
い
絆き

ず
な

で
結
ば
れ
な
が
ら
創
造

す
る
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
」
と
述
べ
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

へ
の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
合
併
功
労
者
の
総
務
大
臣
表
彰

や
感
謝
状
の
贈
呈
が
行
わ
れ
、
新
市
の
シ

ン
ボ
ル
と
な
る
花
が
「
コ
ブ
シ
」
、
木
が

「
ブ
ナ
」
、
鳥
が
「
ウ
グ
イ
ス
」
、
魚
が

「
イ
ト
ヨ
」
に
決
ま
っ
た
こ
と
が
発
表
さ

れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
八
人
の
児
童
が
未
来
へ
の
誓
い

を
元
気
に
読
み
上
げ
、
新
市
の
さ
ら
な
る

発
展
を
誓
い
ま
し
た
。
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新・大野市が誕生

　

私
た
ち
は
、
九
頭
竜
川
の
源
の
豊
か
な
自
然
の
中

で
育
ち
、
長
い
歴
史
を
持
つ
城
下
町
で
暮
ら
し
、
古

く
か
ら
岐
阜
県
と
行
き
来
し
た
美
濃
街
道
を
誇
り
に

生
活
を
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
自
然
と
歴
史
を
こ
れ

か
ら
も
大
切
に
守
り
育
て
、
私
た
ち
が
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
自
然

と
歴
史
あ
ふ
れ
る
ま
ち
で
あ
る
た
め
に
、
次
の
六
つ

の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
つ
、
自
然
を
大
切
に
す
る
心
や
感
動
す
る
心
を

育
み
、
自
然
と
人
間
、
生
き
物
た
ち
が
一
緒
に
暮
ら

し
て
い
け
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
つ
、
お
互
い
に
学
び
合
い
、
育
み
合
う
こ
と
で

素
晴
ら
し
い
人
間
に
な
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
つ
、
今
あ
る
ま
ち
の
産
業
を
も
っ
と
も
っ
と
盛

ん
に
し
、
新
し
い
産
業
を
作
り
出
し
て
活
気
あ
ふ
れ

る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
つ
、
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で

き
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
も

健
康
で
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
つ
、
生
活
に
必
要
な
水
や
下
水
、
電
気
を
整
備

し
、
だ
れ
も
が
気
持
ち
よ
く
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指

し
ま
す
。

　

一
つ
、
道
や
乗
り
物
を
整
備
し
、
多
く
の
人
と
交

流
し
、
友
達
に
な
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

未
来
へ
の
誓
い

合
併
記
念
式
典
を
開
催

九
頭
竜
の
源
流
と
城
下
町
が
育は

ぐ
く

む

う
る
お
い
と
活
力
の
宝
庫
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旧
和
泉
村
役
場
の
庁
舎
に
和
泉
支
所
を

開
設
し
ま
し
た
。

　

戸
籍
・
住
民
登
録
の
届
け
出
受
理
や
各

種
証
明
書
の
交
付
と
い
っ
た
窓
口
業
務
を

は
じ
め
、
地
区
内
の
施
設
管
理
や
工
事
の

地
元
調
整
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
運
営

な
ど
を
行
い
ま
す
。

和
泉
支
所　
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合
併
特
例
法
に
基
づ
く
在
任
特
例
に
よ

り
、
旧
和
泉
村
議
会
議
員
七
人
の
う
ち
、

引
き
続
き
大
野
市
議
会
議
員
と
し
て
在
任

す
る
三
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。
市
議
と
し

て
在
任
す
る
の
は
、
木
嶋
則
幸
氏
、
清
水

一
英
氏
、
登
久
男
氏
の
三
議
員
で
す
。

　

ま
た
和
泉
地
区
の
円
滑
な
行
政
運
営
を

図
る
た
め
、
旧
和
泉
村
長
の
山
本
一
郎
氏

を
特
別
参
与
に
任
命
し
ま
し
た
。
非
常
勤

と
し
て
和
泉
支
所
に
在
勤
し
、
支
所
所
管

区
域
の
懸
案
事
項
に
関
す
る
調
整
な
ど
を

行
い
ま
す
。
任
期
は
二
年
間
で
す
。

　

「
大
野
郡
和
泉
村
」
の
住
所
表
示
が
十

一
月
七
日
か
ら
「
大
野
市
」
に
変
わ
り
ま

し
た
。
大
字
名
・
地
番
、
郵
便
番
号
、
電

話
番
号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

新
市
議
・
特
別
参
与
決
ま
る

住
所
表
示
が
変
わ
り
ま
し
た

新市では

まちづくりの基本理念を

「新たな発見と強い絆で創造する

まちづくり」と定めています。

九頭竜川が代表する「自然」や

永い時を刻んだ「歴史」

郷土に培われたたくましい「人」など

次世代に受け継ぐべき

地域の宝を共有しながら

住民一人一人が手を取り合い

魅力あふれるまちを

創造していきます。

大野市の概況

人口　　　39,872人
男　　　　18,999人
女　　　　20,873人
世帯　　　12,302世帯
　※人口と世帯は11月7日の住民データから

面積　　　872.30平方㌔（県面積の20.8％）
耕地面積　44.73平方㌔	（平成15年データ）
森林面積　758.73平方㌔（平成15年データ）

和
泉
支
所
を
開
設
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鳥
山
泰
弘
さ
ん
（
明
倫
町
・
自
営
業
）

隣
近
所
が
助
け
合
い
、
住
民
み
ん
な
が
心

豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い

で
す
。
長
い
目
で
見
る
と
、
自
然
環
境
を

守
り
、
田
舎
な
ら
で
は
の
良
さ
を
生
か
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

鈴
木
亜
希
子
さ
ん
（
朝
日
・
主
婦
）
和

泉
に
は
子
供
が
遊
ぶ
場
所
や
イ
ベ
ン
ト
が

少
な
か
っ
た
の
で
、
子
供
同
士
が
交
流
で

き
る
機
会
が
増
え
る
と
う
れ
し
い
で
す
。

市
街
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
時
は
、
バ
ス

の
送
迎
な
ど
が
あ
る
と
助
か
り
ま
す
ね
。

　

永
田
信
子
さ
ん
（
中
荒
井
町
一
丁
目
・

農
業
）
合
併
を
契
機
に
中
部
縦
貫
道
の
一

日
も
早
い
開
通
を
期
待
し
ま
す
。
中
京
方

面
か
ら
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
で
、

ま
ち
な
か
に
活
気
が
戻
り
、
市
全
体
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

中
村
啓
一
さ
ん
（
朝
日
・
団
体
職
員
）

市
の
委
員
会
な
ど
に
和
泉
か
ら
も
積
極
的

に
参
加
し
、
一
体
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。
交
通
の
便
が

良
く
な
い
の
で
、
市
営
バ
ス
な
ど
公
共
交

通
機
関
の
充
実
を
期
待
し
ま
す
。

　

若
者
が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち

に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
安
定
し
た
職
場
の
確
保
が
大

切
。
市
外
へ
出
な
く
て
も
働
け
る
よ
う

企
業
誘
致
を
進
め
て
ほ
し
い
で
す
。

石
田 

亘

下
麻
生
嶋
・
会
社
員

さん

　

和
泉
村
の
名
前
に
は
愛
着
が
あ
っ
た

の
で
、
名
前
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
少

し
寂
し
く
感
じ
ま
す
。
市
に
な
っ
て
も

こ
れ
ま
で
通
り
、
住
民
に
密
着
し
た

サ
ー
ビ
ス
を
続
け
て
ほ
し
い
で
す
。

森
尾 

佳
寿
美

板
倉
・
団
体
職
員

さん

　

夜
間
の
見
回
り
を
行
う
な
ど
防
犯
対

策
が
し
っ
か
り
し
た
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
。
自

然
や
歴
史
を
生
か
し
て
、
観
光
に
も
さ

ら
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
で
す
。

千
藤 
し
ず
子

下
黒
谷
・
農
業

さん

　

大
野
と
和
泉
と
の
合
併
で
、
仕
事
や

生
活
で
の
つ
な
が
り
は
こ
れ
ま
で
以
上

に
深
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
お
互
い
の

意
思
の
疎
通
を
大
切
に
し
、
協
力
し
て

良
い
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

藤
田 

新
市

角
野
・
会
社
員

さん

　

新
市
の
誕
生
に
あ
た
り
、
こ
れ
か
ら
の

市
政
や
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
す
る
こ
と
を

住
民
の
皆
さ
ん
に
聞
き
ま
し
た
。

住
民
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を 

若
者
が
働
く
場
所
を 

地
域
の
つ
な
が
り
大
切
に 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

ま
ち
の
声

「
新
市
に
期
待
」

住
民
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を 

若
者
が
働
く
場
所
を 

地
域
の
つ
な
が
り
大
切
に 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

住
民
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を 

若
者
が
働
く
場
所
を 

地
域
の
つ
な
が
り
大
切
に 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

住
民
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ
ス
を 

若
者
が
働
く
場
所
を 

地
域
の
つ
な
が
り
大
切
に 
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
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和
泉
村
と
の
合
併
に
伴
い
、
十
一
月
七

日
付
で
総
数
百
二
十
一
人
の
人
事
異
動
を

行
い
ま
し
た
。
今
回
の
異
動
は
、
合
併
に

よ
り
和
泉
地
区
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下

を
招
か
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

緊
急
性
の
あ
る
事
務
事
業
を
円
滑
に
進
め

る
こ
と
を
重
視
し
て
行
い
ま
し
た
。

　

新
た
な
組
織
体
制
と
し
て
は
、
旧
和
泉

村
役
場
の
庁
舎
に
総
合
的
な
支
所
機
能
を

持
つ
和
泉
支
所
を
設
置
。
支
所
は
三
課
五

係
体
制
と
し
、
部
長
級
の
支
所
長
を
は
じ

め
職
員
十
六
人
を
配
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
教
育
委
員
会
事
務
局
の
和
泉

分
室
を
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
（
朝
日
26
ー

30
ー
１
）
に
設
置
。
分
室
に
は
職
員
四
人

を
配
置
し
、
公
民
館
を
併
設
す
る
こ
と
で
、

社
会
教
育
の
拠
点
機
能
を
併
せ
持
つ
組
織

体
制
と
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
大
野
市
・
和
泉
村
で
構
成

し
て
い
た
大
野
地
区
消
防
組
合
の
解
散
に

伴
い
、
消
防
組
合
の
体
制
を
そ
の
ま
ま
引

き
継
ぐ
大
野
市
消
防
本
部
と
大
野
市
消
防

署
を
設
置
し
ま
し
た
。

■
特
別
参
与

　

山
本
一
郎

■
部
長
級

【
市
長
部
局
】
和
泉
支
所
長
・
谷
秀
明

■
課
長
級

【
市
長
部
局
】
総
務
部
▽
企
画
課
長
・
江

波
庄
進
▼
産
業
経
済
部
▽
林
野
耕
地
課
長

（
兼
）
木
材
工
芸
品
加
工
施
設
館
長
・
嶋

田
康
博
▼
和
泉
支
所
▽
管
理
課
長
・
道
岸

孝
治
▽
振
興
課
長
・
中
村
洋
一

【
教
育
委
員
会
】
和
泉
分
室
長
（
兼
）
和

泉
公
民
館
長（
兼
）山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
館

長
（
兼
）
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
（
兼
）

農
林
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
館

長
・
野
尻
廣

■
課
長
補
佐
級

【
市
長
部
局
】
総
務
部
▽
総
務
課
課
長
補

佐
（
職
員
・
行
政
担
当
）
・
国
枝
勢
津
子

▽
企
画
課
課
長
補
佐
市
民
協
働
係
長
事
務

取
扱
・
山
元
信
子
▽
税
務
課
課
長
補
佐（
市

民
税
・
納
税
担
当
）
・
宮
下
隆
▽
税
務
課

課
長
補
佐
（
資
産
税
担
当
）
資
産
税
係
長

事
務
取
扱
・
田
中
一
郎
▼
市
民
福
祉
部
▽

保
健
衛
生
課
課
長
補
佐
（
兼
）
保
健
セ
ン

タ
ー
次
長
・
谷
口
久
和
▽
福
祉
課
課
長
補

佐
（
社
会
福
祉
担
当
）
・
田
中
雄
一
郎
▽

福
祉
課
課
長
補
佐
（
児
童
福
祉
担
当
）

児
童
福
祉
係
長
事
務
取
扱
・
三
嶋
政
昭
▽

和
泉
保
育
園
指
導
保
育
士
・
帰
山
つ
ゆ
子

▼
産
業
経
済
部
▽
商
工
観
光
課
課
長
補
佐

（
商
工
労
政
担
当
）
・
齊
藤
嘉
代
▽
商
工

観
光
課
課
長
補
佐
（
観
光
担
当
）
観
光
係

長
事
務
取
扱
・
中
山
継
男
▼
和
泉
支
所
▽

住
民
課
長
心
得
（
兼
）
和
泉
保
育
園
長
・

金
子
正
義

■
係
長
級

【
市
長
部
局
】
総
務
部
▽
企
画
課
企
画
政

策
係
長
・
真
田
正
幸
▼
和
泉
支
所
▽
管
理

課
総
務
係
長
・
加
藤
正
幸
▽
住
民
課
住
民

福
祉
係
長
・
谷
喜
美
江
▽
住
民
課
保
健
環

境
係
長
・
加
藤
公
典
▽
振
興
課
産
業
建
設

係
長
・
末
永
勝
士
▽
振
興
課
観
光
交
流
係

長
・
稲
郷
一
朗

【
教
育
委
員
会
】
和
泉
分
室
教
育
振
興
係

長（
兼
）和
泉
公
民
館
副
館
長
・
井
南
紀
子

■
消
防
本
部
消
防
長

　

永
田
正
幸

■
消
防
本
部
次
長
（
兼
）
消
防
署
長

　

江
守
正
明

■
課
長
級

　

警
防
課
長
・
中
村
和
男
▽
総
務
課
長
・

松
田
市
郎
▽
予
防
課
長
・
権
守
國
夫

■
課
長
補
佐
級

　

警
防
課
通
信
指
令
室
長
・
坂
下
佳
実
▽

警
防
課
長
補
佐
（
消
防
・
警
備
担
当
）
・

石
田
純
也
▽
総
務
課
長
補
佐
・
山
田
守
雄

▽
総
務
課
長
補
佐
・
小
林
進
▽
予
防
課
長

補
佐
（
危
険
物
担
当
）
・
谷
口
利
和
▽
予

防
課
長
補
佐
（
予
防
担
当
）
・
朝
日
弘
幸

▽
和
泉
分
遣
所
長
・
大
藤
利
一

■
係
長
級　

警
防
課
通
信
指
令
室
係
長

・
猪
野
則
夫
▽
警
防
課
消
防
係
長
（
兼
）

救
助
担
当
・
松
田
佳
生
▽
警
防
課
警
備
室

長
（
兼
）
救
急
担
当
・
仲
井
太
▽
総
務
課

庶
務
係
長
・
高
野
清
彦
▽
総
務
課
財
政
係

長
・
反
保
昭
雄
▽
予
防
課
査
察
指
導
係
長

・
松
本
耕
治
▽
予
防
課
危
険
物
係
長
・
飯

田
裕
人
▽
予
防
課
予
防
係
長
・
多
田
和
明

▽
和
泉
分
遣
所
長
補
佐
・
山
田
幸
平

特
別
職
（
非
常
勤
）

一
般
職
員

消
防
職
員

和

泉

支

所

管理課 総　務　係 税証明、公金の収納、地域審議会など　

住民課
住民福祉係 窓口事務、国民健康保険、介護など　

保健環境係 保健、ごみ、公共交通機関の利用促進など　

振興課
産業建設係 道路などの維持管理、除雪、水道など　

観光交流係 観光事業、観光客の受入など　

教育委員会事務局 
和 泉 分 室

教育振興係 学校教育、生涯学習、スポーツ振興など　

和泉支所・分室の主な業務

市
の
人
事
異
動
な
ど

市
の
人
事
異
動
な
ど
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市
政
功
労
者
26
人
を
表
彰

童
・
生
徒
の
健
康
管
理
や
健
康
診
断
の
技

術
向
上
な
ど
に
尽
力
▼
阿
部
保
子（
七
板
）

社
会
教
育
委
員
と
し
て
十
五
年
余
、
女
性

活
動
や
青
少
年
活
動
な
ど
社
会
教
育
活
動

に
尽
力
▼
朝
日
正
幸
（
美
川
町
）
体
育
指

導
員
と
し
て
二
十
二
年
余
、
陸
上
競
技
の

指
導
育
成
と
体
育
協
会
活
動
に
尽
力

　

武
内
希
子
（
不
動
堂
）
宮
山
絹
子
（
高

砂
町
）
保
健
推
進
員
と
し
て
十
八
年
余
、

健
康
づ
く
り
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る

な
ど
健
康
推
進
活
動
に
尽
力

　

田
中
敏
雄
（
猪
島
）
前
田
久
ニ
榮
（
佐

開
）
飯
岡
重
一
（
萩
ケ
野
）
毎
川
信
二
（

城
町
）
多
田
繁
男
（
森
本
）
交
通
安
全
協

会
役
員
と
し
て
三
十
二
〜
三
十
七
年
余
、

協
会
の
円
滑
な
運
営
と
交
通
安
全
意
識
の

普
及
に
尽
力

　

齋
藤
輝
男
（
矢
）
岩
本
清
（
南
六
呂
師
）

福
田
守
（
南
六
呂
師
）
消
防
団
員
と
し
て

三
十
年
余
、
地
域
防
災
活
動
と
市
民
生
活

の
安
定
保
全
に
尽
力

　

川
瀬
政
（
下
麻
生
嶋
）
古
切
手
の
張
り

絵
を
通
し
、
子
供
た
ち
に
物
を
大
切
に
す

る
心
を
教
え
る
な
ど
徳
行
教
育
に
寄
与

  

補
正
予
算
の
概
要

　

市
政
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
携
わ
り
、
そ

の
充
実
と
発
展
に
貢
献
し
た
市
民
を
表
彰
す
る
市
政

功
労
者
表
彰
式
を
十
一
月
三
日
に
行
い
ま
し
た
。
表

彰
を
受
け
た
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

　

牧
野
勇
（
春
日
三
丁
目
）
幾
山
秀

一
（
橋
爪
）
本
田
章
（
泉
町
）
米
村

輝
子
（
美
里
町
）
竹
内
安
汪
（
稲
郷
）

谷
口
彰
三
（
犬
山
）
浦
井
智
治
（
日

吉
町
）
笹
島
彦
治
（
西
山
）
市
議
会

議
員
と
し
て
十
年
余
、
市
政
の
発
展

と
地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力
▼
小
池

金
次
郎
（
中
野
）
行
政
連
絡
事
務
嘱

託
員
と
し
て
十
五
年
余
、
地
域
住
民

の
福
祉
向
上
と
地
区
自
治
活
動
に
尽

力
　

多
田
正
則
（
伏
石
）
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
十
二
年
余
、
市
民
の
人
権

擁
護
活
動
に
尽
力
▼
前
川
喜
範
（
友

江
）
保
護
司
と
し
て
十
四
年
余
、
過

ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
更
正
に
尽
力

　

山
川
秀
（
伏
石
）
栃
木
一
男
（
春

日
）
学
校
医
と
し
て
二
十
年
余
、
児

自
治
振
興

社
会
事
業

教
育
文
化

保
健
衛
生

交
通

消
防

徳
行
卓
越

　

第
三
百
四
十
回
臨
時
市
議
会
が
十
一
月

二
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

和
泉
村
と
の
合
併
に
伴
う
「
一
般
会
計

補
正
予
算
案
」
や
「
大
野
市
和
泉
支
所
の

設
置
等
に
関
す
る
条
例
案
」
な
ど
七
十
九

議
案
と
、
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
市
会
案
一
件
が
審
議
さ
れ
、
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
で
は
、
歳
入
・
歳
出
に
十
六

億
千
三
百
十
万
七
千
円
を
追
加
。
補
正
後

の
予
算
総
額
は
、
百
七
十
二
億
二
千
四
百

七
十
七
万
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

補
正
の
主
な
内
訳
は
、
和
泉
地
区
の
小

中
学
校
建
設
経
費
に
四
億
七
千
九
百
四
十

五
万
七
千
円
。
和
泉
地
区
の
森
林
整
備
活

動
支
援
に
二
千
九
百
三
十
九
万
五
千
円
。

フ
レ
ア
ー
ル
和
泉
、
平
成
の
湯
の
管
理
運

営
経
費
に
二
千
八
百
九
十
五
万
八
千
円
。

和
泉
地
区
の
除
雪
委
託
料
な
ど
に
千
九
百

三
十
五
万
九
千
円
。
合
併
に
伴
い
市
議
と

な
っ
た
三
人
の
議
員
報
酬
な
ど
に
九
百
三

十
二
万
七
千
円
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
特
別
会
計
で
は
、
二
億
八
千
八
百

八
十
四
万
九
千
円
を
追
加
。
一
般
会
計
と

特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
予
算

総
額
は
三
百
六
億
六
千
三
百
四
十
三
万
七

千
円
と
な
り
ま
し
た
。
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多田記念大野有終会館

　

平
成
十
八
年
四
月
の
保
育
園
（
公
立
・

民
間
）
と
幼
稚
園
（
公
立
）
の
入
園
申
し

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

入
園
資
格　

平
成
十
七
年
十
二
月
三
十
一

　

日
以
前
生
ま
れ
で
、
保
護
者
が
仕
事
や

　

病
気
な
ど
で
保
育
で
き
な
い
乳
幼
児

保
育
料　

入
園
す
る
乳
幼
児
の
年
齢
と
保

　

護
者
（
父
母
の
み
）
の
所
得
税
額
な
ど

　

に
応
じ
て
算
定

申
込
期
間　

十
二
月
一
日
㊍
〜
二
十
日
㊋

申
込
方
法　

市
福
祉
課
ま
た
は
各
保
育
園

　

に
置
い
て
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
し
て
提
出

入
園
決
定　

二
月
上
旬
に
面
接
と
調
査
を

　

行
い
、
三
月
中
に
可
否
を
通
知

【
特
別
保
育
】

乳
児
保
育　

家
庭
の
都
合
で
保
育
で
き
な

　

い
乳
児
（
零
歳
児
）
を
預
か
り
ま
す

延
長
保
育　

保
護
者
が
仕
事
で
遅
く
な
る

　

場
合
な
ど
に
、
保
育
時
間
を
午
後
六
時

　

三
十
分
ま
た
は
午
後
七
時
ま
で
延
長
し

　

ま
す

一
時
保
育　

仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、
病
気
な

　

ど
で
急
に
保
育
が
で
き
な
く
な
っ
た
場

　

合
に
一
時
的
に
子
供
を
預
か
り
ま
す

※
特
別
保
育
の
実
施
予
定
は
変
更
に
な
る

　

場
合
が
あ
り
ま
す
。
申
し
込
み
前
に
保

　

育
園
ま
た
は
福
祉
課
に
確
認
く
だ
さ
い

申
込
・
問
合
せ
先　

福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
７
４
）

入
園
資
格　

平
成
十
八
年
四
月
一
日
現
在

　

で
満
三
歳
以
上
の
幼
児

入
園
料　

一
万
一
千
円

保
育
料　

月
額
六
千
百
円
（
給
食
費
・
教

　

材
費
な
ど
が
別
途
必
要
）

申
込
期
間　

十
二
月
一
日
㊍
〜
二
十
日
㊋

申
込
方
法　

市
教
育
委
員
会
ま
た
は
各
幼

　

稚
園
に
置
い
て
あ
る
入
園
願
書
に
必
要

　

事
項
を
記
入
し
て
提
出

入
園
決
定　

三
月
中
に
入
園
許
可
証
を
送
付

【
預
か
り
保
育
】　

保
護
者
が
希
望
す
る

　

場
合
、
通
常
午
後
二
時
の
降
園
時
間
後
、

　

午
後
五
時
ま
で
園
児
を
預
か
り
ま
す
。

　

一
回
八
百
円

申
込
・
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会
学
校
教

　

育
課
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
５
２
１
）

保　

育　

園

公 

立 

幼 

稚 

園

幼稚園名 電話 所在地

乾側幼稚園 65 ･ 6263 牛ケ原 66-1

小山幼稚園 65 ･ 2911 下舌 9-1-1

上庄幼稚園 64 ･ 1140 稲郷 27-11

富田幼稚園 66 ･ 4257 上野 42-17

阪谷幼稚園 67 ･ 1070 伏石 11-14

公立幼稚園一覧

保育園名 区分 電話 所在地
特別保育（予定）
乳児 延長 一時

義 景 保 育 園 公立 66 ･ 3333 清水 119-12-1 ○ ○ ○
亀 山 保 育 園 民間 65 ･ 1104 水落町 3-35 ○ ○ ○
あ か ね 保 育 園 公立 66 ･ 5273 水落町 7-24 ○ ○ ○
誓 念 寺 保 育 園 民間 65 ･ 6167 錦町 4-17 ○ ○ ○
誓念寺中野保育園 民間 65 ･ 6166 中野 64-18-3 ○ ○ ○
い と よ 保 育 園 民間 66 ･ 3848 清和町 710 ○ ○ ○
春 日 保 育 園 公立 66 ･ 4005 日吉町 24-6 ○ ○
開 成 保 育 園 民間 65 ･ 1103 新庄 5-15-2 ○ ○ ○
いなやま保育園 民間 66 ･ 0038 篠座 94-39 ○ ○ ○
篠 座 保 育 園 民間 65 ･ 6570 篠座 74-32 ○ ○ ○
上 庄 保 育 園 民間 64 ･ 1217 稲郷 43-5 ○ ○ ○
荒 島 保 育 園 公立 66 ･ 4103 蕨生 126-29 ○ ○
阪 谷 保 育 園 公立 67 ･ 1070 伏石 11-14 ○ ○ ○
和 泉 保 育 園 公立 78 ･ 2812 朝日 25-7 ○ ○ ○

保 育 園 一 覧

※あかね保育園は増築工事中のため、北部保育園（中荒井町1−202☎66・2750）の仮園舎
　で保育を実施しています。問い合わせは北部保育園までお願いします。なお、北部保育園
　は平成18年4月にあかね保育園に統合されるため入園の募集は行いません

保
育
園 

 

公
立
幼
稚
園

保
育
園 

と 

公
立
幼
稚
園

　

４
月
入
園
の
お
知
ら
せ
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十
二
月
二
十
九
日
㊍
か
ら
一
月
三
日
㊋
ま
で
、

市
の
一
般
業
務
は
休
み
と
な
り
ま
す
。
こ
の
期
間

中
の
業
務
予
定
は
次
の
通
り
で
す
。

27 28 29 30 31 1 2 3 4 5
火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

市民課・住民課 平常 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 平常

税務課納税窓口 平常 平常 午前8時半～
午後4時

午前8時半～
午後4時 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 平常

ごみの持ち込み 平常 平常 午前8時半～
午後4時

午前8時半～
午後4時 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 平常

し尿くみ取り 平常 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常 平常

休日急患診療所 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡
午後1時～
午後9時
夜間待機

午前9時～
午後9時

午前9時～
午後9時

午前9時～
午後9時 ㊡ ㊡

図書館 平常 ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ ㊡ 平常

　

ご
み
収
集
30
日
ま
で

　

燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な
い
な
い
ご

み
は
三
十
日
の
収
集
地
区
ま
で
、
古
紙
類

な
ど
の
資
源
ご
み
は
二
十
八
日
の
収
集
地

区
ま
で
収
集
し
ま
す
。
各
地
区
の
最
終
収

集
日
を
、
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
二
十
九
日
と
三
十
日
は
午
後
四
時

ま
で
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
ご
み
の
持

ち
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ
先　

清
掃
管
理
室
清
掃
係
（
☎
65

　

・
６
１
２
０
）

　

く
み
取
り
は
早
め
に

　

し
尿
の
く
み
取
り
業
者
は
二
十
九
日
か

ら
一
月
三
日
ま
で
休
業
と
な
り
ま
す
。
年

末
は
大
変
込
み
合
い
ま
す
の
で
、
早
め
に

業
者
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

和
泉
地
区

　

和
泉
地
区
の
し
尿
の
く
み
取
り
は
、
毎

月
第
二
・
第
四
水
曜
日
で
す
。
冬
期
間
は

　

窓
口
業
務
は
28
日
ま
で

　

住
民
票
や
各
種
証
明
書
の
発
行
な
ど
は

二
十
八
日
ま
で
行
い
ま
す
。

　

年
明
け
は
特
に
混
雑
し
ま
す
の
で
、
届

け
出
や
証
明
な
ど
の
手
続
き
は
早
め
に
済

ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
戸
籍
の
届
け
出
（
出
生
・
婚
姻
・

死
亡
な
ど
）
は
、
休
み
の
間
も
本
庁
当
直

室
で
受
け
付
け
ま
す
。
住
民
票
と
税
証
明

書
は
、
二
十
八
日
ま
で
に
電
話
で
予
約
す

れ
ば
、
休
み
の
間
に
当
直
室
で
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
民
課
市
民
窓
口
係
（
☎
66

　

・
１
１
１
１
内
線
４
５
３
）
和
泉
支
所
住

　

民
課
住
民
福
祉
係
（
☎
78
・
２
１
１
１
）

　

納
税
窓
口
を
特
別
に
開
設

　

納
税
に
関
す
る
相
談
や
納
付
の
特
別
窓

口
を
、
二
十
九
日
と
三
十
日
に
税
務
課
で

開
設
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

税
務
課
納
税
係
（
☎
66
・
１

　

１
１
１
内
線
４
２
１
）

雪
の
た
め
、
く
み
取
り
が
困
難
な
場
合
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
十
二
月
は
第
三

水
曜
日
（
二
十
一
日
）
も
業
務
を
行
い
ま

す
。
早
め
の
く
み
取
り
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
申
し
込
み
は
、
希
望
日
の
一
週
間
前

ま
で
に
和
泉
支
所
住
民
課
保
健
環
境
係

（
☎
78
・
２
１
１
１
）
へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
年
明
け
は
第
二
水
曜
日
か
ら
業
務

を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

清
掃
管
理
室
浄
化
処
理
係

　
（
☎
69
・
９
０
８
２
）

　

年
末
・
年
始
の
急
患
は

　

三
十
一
日
か
ら
一
月
三
日
は
、
休
日
急

患
診
療
所
で
急
患
の
診
療
を
行
い
ま
す
。

　

三
十
一
日
は
午
後
一
時
か
ら
九
時
ま
で

内
科
・
外
科
の
診
療
を
行
い
、
夜
間
は
医

師
が
待
機
し
ま
す
。
一
月
一
日
か
ら
三
日

は
、
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で
内
科

・
外
科
・
小
児
科
の
診
療
を
行
い
ま
す
。

　

受
診
の
際
は
、
保
険
証
と
服
用
し
て
い

る
薬
の
説
明
書
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

※
和
泉
診
療
所
は
二
十
九
日
か
ら
一
月
三

　

日
ま
で
休
み
と
な
り
ま
す

問
合
せ
先　

休
日
急
患
診
療
所
（
☎
65
・

　

８
９
９
９
）

　

図
書
の
貸
し
出
し

　

図
書
館
は
二
十
八
日
か
ら
一
月
四
日
ま

で
休
館
で
す
。

　

な
お
十
二
月
十
四
日
か
ら
三
月
三
十
一

日
ま
で
は
、
図
書
の
貸
し
出
し
期
間
を
二

週
間
か
ら
三
週
間
に
延
長
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

図
書
館（
☎
65
・
５
５
０
０
）

年
末
年
始
の
市
の
業
務
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　日本独自の和紙文化「折形」の本を紹介しま
す。「折形」とは、品物やお金を人に贈るとき
の包み方と儀式用に飾る和紙の折り方を総称し
た用語です。600年もの昔から上級武家の間で
伝えられてきた礼法の一つで、包む品物や四季
折々の行事によって仕上がりの形が変わり、一
目で何が包んであるのか分かるのが特長です。
本書には、約80点の「折形」がカラー写真付き
で掲載されています。巻末では、「折形」の手
順や水引きの結び方が分かりやすく図解されて
いるほか、季節ごとの風流な贈り物のアイデア
や四季の行事の由来なども紹介されています。
相手を思う心が生んだ日本の伝統文化、日々の
暮らしに取り入れてみてはいかがでしょう。

　

新

着

図

書

【
一
般
小
説
】

月
と
よ
し
き
り
（
津
本
陽
）
・
女
形
（
不

知
火
京
介
）・
憑
神
（
浅
田
次
郎
）・
ア
カ

シ
ア
（
辻
仁
成
）
・
風
に
向
か
っ
て
咲
く

花
（
小
野
田
隆
雄
）
・
日
々
の
泡
（
宮
崎

誉
子
）・
浄
夜
（
花
村
萬
月
）

【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

世
に
出
な
い
こ
と
ば
（
荒
川
洋
治
）
・
鳥

と
語
る
（
柳
生
博
）
・
人
間
も
の
が
た
り

（
デ
イ
ヴ
ィ
ス
）・
意
中
の
建
築
（
中
村
好

文
）・
人
生
の
終
わ
り
方
（
三
浦
朱
門
）・

も
も
こ
タ
イ
ム
ス
（
さ
く
ら
も
も
こ
）・

長
岡
輝
子
の
四
姉
妹
（
鈴
木
美
代
子
）

【
児
童
図
書
】

暁
の
円
卓
９
（
イ
ー
ザ
ウ
）
・
子
ど
も
に

語
る
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
お
話（
松
岡
享
子
）

・
さ
ん
ぽ
う
た
（
ね
じ
め
正
一
）
・
か
る

い
お
姫
さ
ま
（
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
）
・
リ
ト

ル
ソ
ル
ジ
ャ
ー
（
ア
シ
ュ
リ
ー
）
・
箱
舟

に
の
っ
た
鳥
た
ち
（
チ
ャ
ブ
）

【
絵
本
】

ル
ラ
ル
さ
ん
の
ほ
ん
だ
な
（
い
と
う
ひ
ろ

し
）・
と
う
ち
ゃ
ん
の
お
か
え
り
（
村
中
季

衣
）・
ゆ
き
の
ひ
の
ホ
ネ
ホ
ネ
さ
ん
（
に
し

む
ら
あ
つ
こ
）・
ね
ず
み
く
ん
と
か
く
れ
ん

ぼ
（
な
か
え
よ
し
お
）・
と
と
け
っ
こ
う
よ

が
あ
け
た
（
こ
ば
や
し
え
み
こ
）

　

そ
の
他
、
三
百
二
十
四
冊
入
り
ま
し
た
。

取
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ど
う
い
う
と
き
に
発
生
す
る
の

　

体
に
取
り
込
ま
れ
た
食
べ
物
は
酸
素
に

よ
っ
て
燃
や
さ
れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る

と
き
に
活
性
酸
素
が
発
生
し
ま
す
。
ま
た

体
内
に
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
入
っ
て
く
る

と
、
こ
れ
を
撃
退
す
る
た
め
に
白
血
球
が

活
性
酸
素
を
つ
く
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
紫

外
線
や
た
ば
こ
の
煙
、
ス
ト
レ
ス
な
ど
に

よ
っ
て
も
活
性
酸
素
は
発
生
し
ま
す
。

カ
ラ
フ
ル
野
菜
を
食
べ
よ
う

　

ト
マ
ト
の
赤
色
や
ニ
ン
ジ
ン
の
オ
レ
ン

ジ
色
な
ど
、
野
菜
の
美
し
い
色
に
は
酸
化

を
抑
え
る
物
質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
食

卓
を
カ
ラ
フ
ル
に
彩
れ
ば
、
見
た
目
に
も

お
い
し
く
、
さ
ら
に
活
性
酸
素
の
働
き
を

抑
え
る
食
事
に
も
な
り
ま
す
。

　

一
日
に
取
る
野
菜
の
目
安
は
、
色
の
薄

い
野
菜
は
両
手
二
杯
、
色
の
濃
い
野
菜
は

片
手
二
杯
で
す
。

日
ご
ろ
か
ら
カ

ラ
フ
ル
野
菜
を

た
っ
ぷ
り
取
り
、

活
性
酸
素
に
負

け
な
い
体
づ
く

り
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

　健康おおの21
　今月のキャッチフレーズ

　「早く来て、
　体が野菜を待っている」

活
性
酸
素
っ
て
何
？

　

私
た
ち
人
間
は
、
酸
素
が
な
け
れ
ば
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し

そ
の
酸
素
が
、
実
は
老
化
や
病
気
の
原
因

に
も
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

酸
素
に
は
鉄
を
さ
び
つ
か
せ
た
り
、
油

を
黒
く
変
色
さ
せ
た
り
す
る
「
酸
化
」
と

い
う
働
き
が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
体
内
で

も
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
酸
化
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
が
活
性

酸
素
で
す
。
活
性
酸
素
は
酸
素
に
比
べ
て

酸
化
力
が
は
る
か
に
強
く
、
過
剰
に
発
生

す
る
と
体
に
い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
引
き
起

こ
し
ま
す
。
糖
尿
病
や
動
脈
硬
化
な
ど
生

活
習
慣
病
を
は
じ
め
、
肌
の
し
み
・
た
る

み
と
い
っ
た
老
化
を
防
ぐ
に
は
、
酸
化
を

抑
え
る
効
果
の
あ
る
食
べ
物
を
積
極
的
に

山根章弘　著
講談社　刊

『日本の折
おり

形
がた

』

カ
ラ
フ
ル
野
菜
で
活
性
酸
素
を
抑
制
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和
泉
地
区
（
旧
和
泉
村
）
に
伝

わ
る
「
青
葉
の
笛
」
伝
説
。
そ
の

伝
説
と
笛
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と

活
動
す
る
の
が
保
存
顕
彰
会
の
メ

ン
バ
ー
で
す
。

　

結
成
は
昭
和
六
十
三
年
ご
ろ
。

数
人
の
メ
ン
バ
ー
が
村
に
伝
わ
る

笛
や
伝
説
の
勉
強
を
し
よ
う
と
集

ま
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
村

内
で
活
動
し
て
い
た
「
和
泉
篠し
の

笛

の
会
」
に
も
参
加
を
呼
び
掛
け
、

現
在
会
員
は
三
十
一
人
で
す
。
年

数
回
の
演
奏
会
に
出
掛
け
た
り
、

竹
に
親
し
む
た
め
実
際
に
笛
を
作

っ
た
り
し
な
が
ら
、
活
動
の
幅
を

広
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
会
結

成
時
に
笛
の
研
究
で
和
泉
を
訪
れ

て
い
た
美
濃
晋
平
さ
ん
作
曲
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
「
義
平
」
に
踊
り
を

付
け
て
、
現
在
に
受
け
継
い
で
い

ま
す
。

　

「
笛
の
伝
説
を
伝
え
な
が
ら
、

笛
の
愛
好
家
を
増
や
し
た
い
と
思

い
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
県
外
か
ら
笛
伝
説
の
こ
と
を

知
り
た
い
と
訪
ね
て
く
る
人
も
増

え
て
、
笛
を
通
し
た
人
の
輪
も
広

が
っ
て
い
ま
す
よ
」
と
会
長
を
務

め
る
古
里
廣
芳
さ
ん
。

　

青
葉
の
笛
は
龍
笛
と
い
っ
て
篠

笛
と
は
異
な
る

も
の
で
す
。
練

習
に
励
む
藤
田

実
紗
さ
ん
と
池

田
い
ず
み
さ
ん

は
「
学
校
で
習

う
リ
コ
ー
ダ
ー

と
比
べ
て
、
低

い
音
は
や
さ
し

く
吹
き
か
け
な

い
と
音
が
出
ま

せ
ん
。
そ
う
い
っ
た
息
の
使
い
方

が
難
し
い
で
す
ね
」と
話
し
ま
す
。

　

今
秋
、
福
井
県
で
「
国
民
文
化

祭
・
ふ
く
い
２
０
０
５
」
が
開
か

れ
、
和
泉
会
場
で
は
「
フ
ォ
ー
ラ

ム
青
葉
の
笛
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
出
演
者
の

ト
ッ
プ
を
切
っ
て
演
奏
し
、
笛
の

奏
で
る
音
色
の
美
し
さ
で
多
く
の

人
た
ち
を
魅
了
し
ま
し
た
。
童
謡

　
「
赤
と
ん
ぼ
」
を
独
奏
し
た
和
泉

中
学
校
三
年
の
畑
口
千
夏
さ
ん
は

　
「
ス
テ
ー
ジ
に
立
つ
時
は
緊
張
し

た
け
ど
、
ま
あ
ま
あ
う
ま
く
吹
け

ま
し
た
。
高
校
生
に
な
っ
て
も
吹

き
続
け
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
の
指
導
育
成
に
あ
た

る
古
川
清
澄
さ
ん
は
「
中
学
生
に

な
る
と
辞
め
て
し
ま
う
子
供
も
い

る
の
で
、
続
け
て
く
れ
る
の
は
う

れ
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ

い
ろ
な
場
所
で
会
の
活
動
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
け
た
ら
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

（10）

市
民
の
ペ
ー
ジ

●
あ
な
た
も
紙
面
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
希
望
す
る
人
は
、
情
報
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で

　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１
（
内
線
４
４
１
）

青葉の笛保存顕彰会

練習風景

和
泉
の
「
伝
説
」
を
後
世
に

国民文化祭で演奏するメンバー

「青葉の笛」伝説
　今から800年ほど前、平治
の乱に敗れて朝日の地に逃れ
てきた源義平が、村の娘おみ
つと恋に落ち、やがて子供を
授かった。義平は村での平穏
な生活を望み始めたが、父死
去の連絡を聞いて上洛（京都
へ上ること）を決意。おみつ
とまだ見ぬ子供のために、自
分の形見として「青葉の笛」
を託したとされる伝説。
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い
き
い
き
大
野
っ
子

は
っ

す

る

キ
ッ

ズ

（11）

　高嶋さんと山本さんの２人は夏休みを利用して
タイへ行き、社会福祉施設の見学や、リジョイス
というエイズ患者支援組織の活動に同行しまし
た。大野東高校では、リジョイスへの活動支援と
して、７年前から現金や古着などを送っています。
　今回の活動を通して感じたことや思いなどを聞
きました。

　　　参加しようと思ったきっかけは
　（高嶋）中学の時、実際にタイへ行った先輩の
話を聞く機会があって、自分もその活動に参加し

たいと思っていました。
　　　見学した施設で印象に残っているのは
　（山本）バンコクにある養子縁組センターです。
そこは捨て子を預かる施設なのですが、捨て子が
年間500件ほどあると聞いて驚きました。その原
因が貧困、親が精神病者、ＨＩＶ感染などと聞い
てショックを受けました。
　（高嶋）５歳までの子供たちが入所するチェン
マイの養護施設です。家族を養うためにやむを得
ず売春婦をした母親からＨＩＶ感染した子供たち
が多いと聞いて、悲惨だと感じました。
　　　リジョイスの活動に同行して感じたことは
　（高嶋）リジョイスはタイのエイズ患者への支
援活動として、訪問看護で感染症を予防するため
の薬やミルクを配布しています。同行させてもら
った看護師はみんなやさしく、患者に慕われてい
るなあと感じました。
　　　学校祭で活動を発表したそうですね
　（山本）現地で感じたことをみんなに伝えて、
学校祭の売り上げを寄付させてほしいとお願いし
ました。理解してくれたみたいで良かったです。
　　　将来の夢を聞かせてください
　（２人）学校に入学した時から看護師になりた
いと思っていましたが、今回の経験を通じてさら
にその気持ちが強くなりました。患者さんにとっ
て必要とされる看護師になりたいです。

高嶋　玲香さん（写真左）

山本　三鈴さん（写真右）

こ ん に ち は

　

朝
日
小
学
校
で
は
、
総
合

的
な
学
習
の
一
環
と
し
て

五
、
六
年
前
か
ら
「
九
頭
竜

紅
葉
ま
つ
り
」
に
全
校
児
童

で
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
十
月
二
十
九
、
三

十
日
に
ま
つ
り
が
開
か
れ
、

子
供
た
ち
は
開
会
式
で
歌
を

三
曲
披
露
し
ま
し
た
。
「
和

泉
の
こ
と
を
み
ん
な
に
伝
え

る
つ
も
り
で
歌
い
ま
し
た
。

う
ま
く
歌
え
た
し
、
笑
顔
で

拍
手
し
て
く
れ
て
い
る
の
が

分
か
り
う
れ
し
か
っ
た
」
と

子
供
た
ち
。
特
に
、
村
の
こ

と
を
思
い
「
ふ
る
さ
と
」
を

熱
唱
し
た
後
に
は
、
会
場
か

ら
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

開
会
式
終
了
後
は
、
学
校
の
畑

を
利
用
し
て
栽
培
し
た
特
産
「
穴

馬
カ
ブ
ラ
」
と
和
泉
を
紹
介
し
た

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
セ
ッ
ト
に
し
て

来
場
者
に
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
異
な
る
学
年

の
子
供
た
ち
が
一
緒
に
な
っ
て
特

産
品
や
名
所
な
ど
の
和
泉
の
魅
力

を
考
え
、
村
に
対
す
る
思
い
を
一

生
懸
命
に
書
き
表
し
た
も
の
で
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
募
金
活
動
や
会

場
の
清
掃
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

愛
知
県
岩
倉
市
か
ら
訪
れ
た
夫

婦
は
、
子
供
た
ち
か
ら
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
受
け
取
っ
て
「
田
舎
の
子

供
な
ら
で
は
の
経
験
が
で
き
、
と

て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
も
丁
寧
に
作
っ
て

あ
り
説
明
も
良
か
っ
た
で
す
よ
」

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

タ
イ
で
福
祉
施
設
の
見
学
や
エ
イ
ズ
患
者
支
援
活
動
に
同
行

　
「
看
護
師
に
な
り
た
い
」
思
い
さ
ら
に
強
く

　

今
月
は
新
た
に
「
大
野
っ
子
」
に
仲
間
入
り
し
た
朝
日
小
学
校

の
児
童
を
紹
介
し
ま
す
。
現
在
、
四
十
四
人
（
男
二
十
六
人
、
女

十
八
人
）
の
児
童
が
毎
日
元
気
に
学
習
し
て
い
ま
す
。

大野東高校３年



平成18年成人式　市外在住で参加する人へ

が
受
け
ら
れ
な
い
人
（
た
だ
し
所

得
税
が
非
課
税
の
世
帯
で
あ
る
こ

と
）
で
す
。

　

自
力
で
雪
下
ろ
し
を
行
う
こ
と

が
困
難
な
人
は
、
区
長
ま
た
は
福

祉
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
祉
課
高
齢
福
祉
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
８
４
）

　

１
月
１
日
現
在
で
所
有
す
る
事

業
用
償
却
資
産
に
対
し
て
、
固
定

資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
市
内

に
、
該
当
す
る
資
産
を
保
有
ま
た

は
貸
し
付
け
て
い
る
法
人
や
個
人

は
、
地
方
税
法
の
定
め
に
よ
り
申

告
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

期
限
の
１
月
31
日
㊋
ま
で
に
必
ず

申
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
と
な
る
資
産
は
、
法
人
税

法
ま
た
は
所
得
税
法
に
基
づ
く
所

得
の
計
算
上
「
減
価
償
却
費
」
と

し
て
損
金
か
必
要
経
費
に
算
入
さ

れ
る
機
械
、器
具
、運
搬
具
、装
置
、

備
品
、
車
両
、
構
築
物
な
ど
で
す
。

提
出
・
問
合
せ
先　

税
務
課
資
産

　

税
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線

　

４
２
８
）

申
込
締
切
日　

12
月
15
日
㊍

そ
の
他　

案
内
は
12
月
下
旬
に
送

　

付
し
ま
す
。
参
加
者
に
は
記
念

　

品
を
お
渡
し
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
５
４
３
6　
69
・
９
１
１
０
）

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
「
人
権

週
間
」
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
家
庭
内
や

近
隣
と
の
も
め
ご
と
、
不
当
な
差

別
扱
い
や
嫌
が
ら
せ
・
い
じ
め
な

ど
、
人
権
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま

な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。

相
談
日
時　

毎
月
第
１
・
３
木
曜

　

日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

天
神
館
（
大
野
市
社
会
福

　

祉
協
議
会
横
）

人
権
擁
護
委
員
（
敬
称
略
）

○
多
田
正
則
（
伏
石
16
ー
６
☎
67

　

・
１
４
９
１
）

○
松
田
ま
つ
枝
（
要
町
１
ー
14
☎

　

66
・
０
８
２
３
）

○
堂
東
昭
子
（
中
野
46
ー
41
☎
66

お
知
ら
せ

●
大
野
市
役
所
・
大
野
市
教
育
委
員
会　

☎
０
７
７
９
・
６
６
・
１
１
１
１

　

住
所　

〒
９
１
２
︱
８
６
６
６　

福
井
県
大
野
市
天
神
町
１
︱
１

　

・
３
７
１
０
）

○
松
田
八
重
子
（
城
町
７
ー
４
☎

　

66
・
５
５
３
４
）

○
上
田
輝
司
（
森
政
領
家
４
ー
４

　

☎
65
・
１
７
９
１
）

○
廣
瀬
円
昌
（
蕨
生
22
ー
40
☎
65

　
・
４
０
２
４
）

○
古
川
茂
雄
（
下
大
納
４
ー
５
☎

　

78
・
２
５
２
０
）

○
新
屋
芳
江
（
朝
日
18
ー
37
☎
78

　

・
２
４
０
２
）

○
吉
岡
和
男
（
上
大
納
22
ー
11
☎

　

78
・
２
３
２
３
）

問
合
せ
先　

企
画
課
市
民
協
働
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
３
５
）

　

市
で
は
、
雪
下
ろ
し
作
業
が
可

能
な
人
の
登
録
と
、
自
力
で
屋
根

雪
下
ろ
し
を
行
う
こ
と
が
困
難
な

世
帯
に
対
す
る
雪
下
ろ
し
作
業
者

の
紹
介
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

紹
介
は
無
料
で
す
が
、
雪
下
ろ

し
作
業
は
有
料
と
な
り
ま
す
。

登
録
者
の
紹
介
は

　

自
力
で
雪
下
ろ
し
を
行
う
こ
と

が
困
難
な
人
は
、
総
務
課
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
登
録
者
を

紹
介
し
ま
す

※
雪
下
ろ
し
作
業
が
可
能
な
人
は

　

電
話
で
登
録
で
き
ま
す

登
録
・
問
合
せ
先　

総
務
課
行
政

　

係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
２

　

４
４
）

　

公
民
館
ご
と
に
区
長
や
民
生
委

員
な
ど
で
構
成
す
る
「
地
域
ぐ
る

み
雪
下
ろ
し
協
力
推
進
協
議
会
」

で
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
屋
根
雪
下

ろ
し
が
必
要
な
除
雪
対
象
予
定
者

の
名
簿
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　

除
雪
対
象
は
一
人
暮
ら
し
の
障

害
者
や
高
齢
者
の
み
で
暮
ら
す
人

で
、
親
族
な
ど
か
ら
除
雪
の
援
助

　

「
平
成
18
年
成
人
式
」
は
平
成

18
年
１
月
８
日
㊐
午
前
９
時
30
分

か
ら
文
化
会
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

市
外
に
住
民
登
録
し
た
新
成
人

　
（
昭
和
60
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
で
、
成

人
式
に
参
加
を
希
望
す
る
人
は
事

前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申

し
込
み
が
な
い
場
合
、
成
人
式
の

案
内
が
届
き
ま
せ
ん
。

※
市
外
に
在
住
し
て
い
て
も
住
民

　

登
録
が
市
内
に
あ
る
人
は
、
案

　

内
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
申
し

　

込
み
は
不
要
で
す

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

　

ス
で
、
氏
名
、
案
内
を
送
付
す

　

る
住
所
、
生
年
月
日
、
電
話
番

　

号
を
連
絡
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福
祉
課

地
域
ぐ
る
み
で

屋
根
雪
下
ろ
し
を
実
施

企
画
課

悩
み
ご
と
相
談

　
　

人
権
擁
護
委
員
ま
で

総
務
課

屋
根
雪
下
ろ
し
作
業
者

　
　
　
　

登
録
と
紹
介

雪に備える週間
　冬の備えは大丈夫ですか。12月
１日から７日は「雪に備える週間」
です。
　快適な冬は１人１人の協力から。
冬を迎えるにあたってのルールや
マナーをみんなで話し合い、協力
して雪対策を進めましょう。

税
務
課

償
却
資
産
の
申
告

　
　

１
月
31
日
ま
で
に



日
時　

平
成
18
年
３
月
26
日
㊐
〜

　

３
月
31
日
㊎

行
き
先　

東
京
都
小
笠
原
村
父
島

内
容　

洋
上
研
修
や
寄
港
地
活
動

対
象　

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生

参
加
料　

８
万
円

申
込
締
切
日　

12
月
11
日
㊐

申
込
・
問
合
せ
先　

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

　

セ
ン
タ
ー
（
☎
64
・
１
３
１
１
）

　

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
は
ブ
ッ
シ

ュ
・
ド
・
ノ
エ
ル
に
挑
戦
し
ま
せ

ん
か
。（
全
６
回
開
催
）

日
時　

12
月
23
日
㊎
〜
25
日
㊐

　
【
午
前
の
部
】
10
時
〜
正
午

　
【
午
後
の
部
】
１
時
〜
３
時

場
所　

ミ
ル
ク
工
房
奥
越
前

参
加
料　

３
０
０
０
円
（
１
台
）

申
込
方
法　

開
催
日
の
１
週
間
前

　

ま
で
に
電
話
で
予
約

申
込
・
問
合
せ
先　

ミ
ル
ク
工
房

　

奥
越
前
（
☎
67
・
１
１
６
６
）

　

ミ
ニ
集
会
と
は
、
青
少
年
育
成

大
野
市
民
会
議
の
メ
ン
バ
ー
が
、

市
内
で
開
か
れ
る
町
内
会
な
ど
の

集
ま
り
に
参
加
し
て
、
青
少
年
の

現
状
や
問
題
な
ど
の
話
題
を
無
料

で
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　

１
回
15
分
程
度
で
す
の
で
、
気

軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

公
民
館
や
社
会
教
育

　

課
な
ど
に
あ
る
申
込
書
を
提
出

申
込
・
問
合
せ
先　

教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課
（
☎
66
・
１
１
１

　

１
内
線
５
４
１
）

日
時　

12
月
18
日
㊐
午
前
９
時
〜

場
所　

下
庄
公
民
館

定
員　

20
人
（
先
着
）

参
加
料　

３
０
０
円

持
ち
物　

は
さ
み
、
エ
プ
ロ
ン

申
込
・
問
合
せ
先　

下
庄
公
民
館

　
（
☎
66
・
２
１
４
２
）

日
時　

12
月
22
日
㊍
午
後
３
時
〜

　

８
時

場
所　

東
湯
・
改
盛
湯
・
亀
山
湯

　

・
キ
ュ
ー
ピ
ー
湯
・
白
山
湯
・

　

日
乃
出
湯
（
五
十
音
順
）

問
合
せ
先　

市
民
課
国
保
年
金
係

　
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
５
７
）

国勢調査・市の人口（速報値）は？

市 民 の う ご き
11月１日現在 前　月　比

世帯数 12,032世帯 24世帯
人　口 39,149人 14人

内訳
男 18,652人 −1人
女 20,497人 15人

10月中
の異動

転入 104人 出生 27人
転出 81人 死亡 36人

水のみえるまちづくり計画

素案公開と意見募集

国民年金
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　市では現在、市民や観光客が“水”
を目にし、感じられるまちづくりを目
指し「水のみえるまちづくり計画」の
策定を進めています。
　今回、策定委員会で取りまとめを行
っている計画の素案を公開し、策定に
向けた意見や提案を募集します。
素案の公開場所　建設課、各公民館
※市のホームページでも公開
提出方法　①各公開場所に備え付けま
　たはホームページからダウンロード
　した「意見募集用紙」を使用②投書
　箱に入れるか封書で送付、ファクス
　またはＥメールで
募集期間　12月12日㊊～26日㊊
提出・問合せ先　建設課河川係
　〒912−8666大野市天神町1−1
　（☎66・1111内線346665・8371）
　Ｅメール　kensetu11@city.fukui-ono.lg.jp

　

12
月
31
日
は
製
造
事
業

所
を
対
象
と
し
た
「
工
業

統
計
調
査
」
の
日
で
す
。

12
月
か
ら
１
月
に
か
け
、

対
象
と
な
る
事
業
所
に
調

査
員
が
調
査
票
を
持
っ
て

伺
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

市
民
課

薬
草
風
呂
の
無
料
開
放

社
会
教
育
課

活
用
し
て｢

ミ
ニ
集
会｣

下
庄
公
民
館

し
め
縄
作
り
教
室

　
　
　

参
加
者
を
募
集

Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

春
休
み
体
験
ク
ル
ー
ズ

　
　
　

参
加
者
を
募
集

ミ
ル
ク
工
房
奥
越
前

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
作
り

　
　
　
　

参
加
者
を
募
集

　10月1日を基準日として実施しました平成17
年国勢調査は、皆様の協力により無事集計する
ことができました。詳しい集計結果は順次総務
省統計局から公表されます。今回、県に報告し
た大野市の人口（速報値）をお知らせします。

3万7844人（平成12年国勢調査3万8880人）
※和泉地区669人を含む。集計方法の都合上、
　総務省の公表結果と異なる場合があります

　障害基礎年金は、次の要件をすべて
満たす場合に支給されます。
①国民年金加入中に病気やけがなどが
　原因で障害が残り、障害の症状が固
　定した時点で障害年金１・２級に該
　当する状態であること
※障害者手帳の級とは異なります
②一定の保険料納付要件を満たすこと
　また20歳になる前や、60歳から64
歳で老齢基礎年金を受け取る前に①の
状態になった人にも支給されます。
問合せ先　市民課国保年金係
　　　　　（☎66・1111内線456）

※和泉地区分は含みません
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　県立大野高等学校で創立100周年を記念するイベン
トが10月28日に開かれました。東京大学名誉教授の
養老孟司さんが「高校生に望むこと」と題して記念講
演。全校生徒約800人は熱心に聞き入っていました。

大高創立100年祝う

　10月22日から11月３日にかけて
県内27市町村で開催された「国民文
化祭・ふくい2005」。当市でも23日
に「民謡・民舞の祭典」が、29日には
「ぎゅっとＬＩＶＥ　ｉｎ　ＯＮＯ」
がエキサイト広場を会場に開かれま
した。全国各地で踊り継がれる伝統
芸能や若きミュージシャンたちの熱
いライブの数々に、会場を訪れた総
勢約2800人はすっかり魅了されて
いました。また交流広場では、のっ
ぺい汁やおろしそばなどに舌鼓を打
ちながら、特設のモニターに見入る
人たちの姿も見られました。

“文化の祭典”盛大に

　体験工房や展示コーナーを備える平成大野屋「ニ
階蔵」。その展示コーナーの作品を一新しました。
油彩画や木の作品など27点を展示しています。入
場無料ですので、ぜひ足を運んでみてください。

ニ階蔵　展示作品を一新

ぎゅっとＬＩＶＥ　ｉｎ　ＯＮＯ

民謡・民舞の祭典

交流広場
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　恒例の「三大朝市物産まつり」が10月22、
23日に七間通りで開かれました。朝市のおば
ちゃんたちによるサトイモや野菜、花などの
出店はもちろん、北海道三石町のサケや岐阜
県高山市のほうばみそなどが所狭しと並びま
した。海・山の幸を求めて市内外から大勢の
人たちが訪れ、次々と購入していました。

海・山の幸ずらり「三大朝市」

話題のひろば

　越美北線と乗合バスの利用促進を図るイベ
ントが10月23日に開かれ、市外から50人が参
加しました。サトイモ掘り体験では夫婦や家
族で協力して土から掘り起こす光景が見られ、
大野の秋を満喫していました。

「サトイモ掘り」大野の秋満喫

　日ごろから文化活動に取り組む個人や団体が、その成果
を発表する「第39回大野市総合文化祭」が10月30日から
11月３日にかけて開かれました。吹奏楽の演奏や舞踊など
の舞台発表のほか、生け花や盆栽などの作品展示も行われ、
会場を訪れた人たちはじっくりと観賞していました。

文化活動の成果発表

　伝統ある七間朝市のにぎわいづくりを考えようと
「大野明倫館」朝市研究チームが、七間通りに直売所
を設置して新鮮野菜の委託販売を行いました。夕市の
開催や加工品の販売などを通して、直売所のあり方を
研究していきます。

七間通りに直売所設置
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　今月から、和泉地区の名所などを
紹介する「いずみ探訪」を設けまし
た。このコーナーでは、和泉地区に
ある各種施設や四季折々の風景、観
光イベントなど幅広い内容を紹介し
ていきます。このコーナーを読んだ
後に、ぜひ実際に足を運んでみてく
ださい。地元の人との触れ合いや和
泉ならではの旬の味覚など、紙面で
は伝えきれない魅力が皆さんを待っ
ているでしょう（竹田）

編集後記

　大野市と和泉村の合併を記念し、
住民の皆さんによる記念イベントが
各地で開かれました。11月５日に
行われた「大和巡行」では、朝日小
学校の児童24人が越前こぶし組の
人力車に乗って大野市を訪問。有終
西小学校の児童と一緒に、新市の地
図で作ったジグソーパズルなどを楽
しみ交流を深めました。また６日か
ら７日未明にかけては、和泉村の長
い歴史を振り返り、新市への夢と希
望をつなごうと「ありがとう和泉村
よろしく大野市」と題したイベント
がＪＲ九頭竜湖駅周辺で開かれまし
た。５年ぶりに復活した「サンソン
でしゃんそん」をはじめ、参加者全
員による穴馬おどりやカウントダウ
ン風船など、盛りだくさんの内容で
和泉村のフィナーレを飾るとともに
新市の誕生を祝いました。

　このコーナーでは、新しく大野市の仲間入りをした和泉
地区（旧和泉村）の名所・旧跡などを紹介していきます。

九
頭
竜
温
泉
平
成
の
湯
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【概要】
　下山にある「九頭竜温泉平成の湯」は、誰でも気軽に楽し
める共同浴場です。ジャグジーバスを兼ね備える内湯からそ
のまま入れる男女別の露天風呂があり、季節の風を感じなが
ら入浴できます。アルカリ性単純温泉で、効用としては神経
痛、筋肉痛、関節痛、冷
え性、美容健康、疲労回
復などに効果があります。
隣接するホテルフレアー
ル和泉にも同じ源泉が引
かれています。
　大野市民であれば通常
500円の入館料が300円
で入浴できます。免許証
や保険証などを持参くだ
さい。

表紙のことば

【アクセス】
　市街地から25分。国道158号沿い
【営業時間・料金など】
　営業時間　午前10時～午後９時
　　※午後８時までに入館ください
　定休日　毎週火曜日、元日
　料金　大人（12歳以上）500円
　　　　子供（３歳以上） 250円
　駐車場　50台（無料）

い ず み 探 訪 １

この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙と
環境に優しい大豆油インキを使用しています。


